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株式会社 YE DIGITAL（本社：北九州市小倉北区 社長：遠藤直人）は１月 25日より、本社ショールームにおい
て九州工業大学（本部：北九州市戸畑区 学長：尾家祐二）が研究をすすめるトマト収穫ロボットを展示します。両
者は最新の技術や取り組みを一般の方が目にすることで、特に子供たちに工学・情報技術に興味関心を持つ、次世代
の技術者が育つ土壌づくりに貢献したいと考えています。ショールームでの展示は、トマト収穫ロボット実機展示をはじめ、
収穫ハンド部分などの今までの開発の変遷を動画やパネルを用いわかりやすく紹介しており、今後約半年間、展示される
予定です。

■背景 ～YE DIGITAL と九州工業大学の関わり～

YE DIGITAL と九州工業大学は昨年7月に北九州市を含む三者間で「オープンイノベーション人材育成等に関する協定」
を締結しました。相互の強みを活かしながら人材育成に向けて積極的に活動することで「地域産業の活性化」「地域課題
の解決」に寄与する取り組みを推進するものです。その協定の中で、当社１F ショールームを北九州の素晴らしい技術や取
り組みを紹介する情報発信基地と位置付け、2020 年 7 月のショールームオープン時から、九州工業大学が三年連続世
界一を獲得している超小型衛星の紹介をしていました。

今回YE DIGITAL は、ロボティクスを通じた研究成果を広く社会に提示し、具現化を進める九州工業大学の社会ロボット
具現化センターの取り組みに共感し、その数ある取り組みの中から、北九州市内で実証が進められているトマト収穫ロボッ
トの取り組みを紹介することとしました。
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巨大トマトが勝山通りに出現！
YE DIGITAL、九州工業大学発のトマト収穫ロボットをショールームに展示

社会で共に働くロボット「RO=BUDDY（ロバディ）」への関心を醸成し、次世代技術者育成の土壌づくりに貢献



■九州工業大学 トマト収穫ロボットの取り組み

現在、国内では農業従事者が減少する一方で、その平均年齢は上昇しています。各種ある野菜の栽培にかかる労働の
負荷を比較すると、トマトの栽培は負荷が高いと言われています。生産設備の整った菜園の場合、広大な面積で栽培さ
れており、ハウスの中は高温・多湿、さらに実が傷つきやすく、熟れ過ぎるとすぐに破裂してしまうなど、他の野菜に比べて比
較的に作業時間が長い上に、管理の手間がかかるためです。

九州工業大学ではこの点に着目し、トマト収穫ロボットを用いた課題解決に 2014 年から取り組んでいます。

実際のトマト農園での実証を繰り返しながら、ロボットアームや収穫ハンドの改良、トマト検出向上に向けたセンシングシス
テムの向上など、ハードウェアとソフトウエアの両面から、実用化に向けたアプローチを続けています。

▽収穫ハンド試行の変遷（一部）

・2014 年 【把持型】 ・2016 年 【円筒形回転切断型】       ・2017 年～ 【吸引切断型】

■YE DIGITAL×九州工業大学「社会と共に働くロボット」ネーミングプロジェクト

ロボットは「どこか、私たちの生活とは離れたところで働くもの」ではありません。私たちの生活の中で、私たちと一緒に、兄弟
のように助けてくれる存在に変わろうとしています。

今回のショールームの展示を検討するのにあたり、YE DIGITALと九州工業大学は、「社会で共に働くロボット」をもっと身近
に感じてもらえるよう、愛称を決めて発信していくことにしました。そこで、YE DIGITAL 従業員および九州工業大学の学生
および教職員を対象に、昨年 11月にネーミング募集を行い、両者で選考を行った結果、以下に決定いたしました。

▽選定された愛称

（ロバディ）
両者はロボットの街北九州市から、社会と共に働くロボット「RO=BUDDY」を発信し、ロボットと支えあう生活が当たり前
になる世の中の実現に向けて、取り組んで参ります。

※ 記載されている会社名、商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 
※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 



本リリースに関するお問合せ
＜トマト収穫ロボットについて＞ 

国立大学法人九州工業大学 総務課広報企画係 
電話： (093)884-3007 メール：sou-kouhou@jimu.kyutech.ac.jp

＜ショールームについて＞ 

株式会社 YE DIGITAL マーケティング本部マーケティング企画部 
電話： (093)522-6563   メール：press@ye-digital.com


